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はじめに 

 

 今回，このような授業を構想した理由は，高校野球（とりわけ甲子園大会）が「国民的行

事」のように多くの人々の関心を集めるようになっていることに疑問を抱いたからである。

高校野球が甲子園球場で開催されるようになったのが，1924（大正 13）年からであり，「高

等学校学習指導要領 平成 30 年告示 地理歴史編」（以下，学習指導要領とする）の歴史

総合では，「Ｃ 国際秩序の変化や大衆化と私たち」の「（２） 第一次世界大戦と大衆社

会」に該当する。以下は，当該部分の説明である。 

 

 大量消費社会と大衆文化については，欧米では 19 世紀後半から進んでいた第二次産業

革命や科学技術の革新の流れが第一次世界大戦を機に一層加速し，産業構造の変化，大量

生産・大量消費社会の到来，都市化の進行をもたらしたことなどについて扱う。さらに，

このことを背景に，アメリカ的な生活様式や価値観の影響などから商業主義的な大衆文化

が生まれたり，耐久消費財の発達を背景に近代的，合理的な生活様式が取り入れられたり

したことに触れ，生活の平準化・画一化が進んだことに気付くようにする。 

 

 私は，学習指導要領における「商業主義的な大衆文化」という部分に着目し，高校野球が

大衆文化に，どのような影響を与え，また多くの人々の関心を集めるようになった部分を

授業で表現していきたいと考えている。この部分で着目をしたいのは，高校野球と新聞や

ラジオなどのマスメディアとの関係性について見ていきたい。さらに，日本史研究推進委

員会のテーマである「神奈川の地域史研究とその教材化－歴史総合・日本史探究をどう教

えるか－」に関連し，神奈川の高校野球の歴史を盛り込みながら授業を展開していきたい。 

 

１ 本校の授業形式 

 

 厚木王子高校（以下，本校）は，2024 年４月に厚木東高校と厚木商業高校が統合して開

校した学校であり，普通科（５クラス）と総合ビジネス科（４クラス）に学科が分かれて

いる。私は２学年の担当であったので，歴史総合の授業を担当した。 

 本校の歴史総合は，普通科が文系クラスで週４時間，理系クラスで週２時間授業を行い，

総合ビジネス科が週２時間授業を行う。また，採択している教科書も異なるため令和６年

度は，文系クラスでは「グローバル化と私たち」まで進み，総合ビジネス科では「国際秩

序の変化や大衆化と私たち」まで進んだ。 

 今回は，総合ビジネス科のあるクラスで行った授業実践とそれを受けた成果と課題，今

後の展望について論じていきたい。 

 

 



２ 実際の授業 

 

 導入では，今回の選抜甲子園大会に 21 世紀枠で出場する県立横浜清陵高校のニュース

を取り上げた後，「神奈川の県立高校が選抜大会に出場したのは何年ぶりか」というクイズ

を出題した。クイズの解説で県立高校の甲子園大会が 71 年ぶり（春の選抜大会は 1954 年

の県立湘南高校以来，夏の大会は 1951 年の県立希望が丘高校以来）であることを伝え，

さらに甲子園大会の優勝回数が全国で３番目に多いことを示した。そして，本時の目標で

ある「なぜ，私たちは高校野球に興味・関心があるのだろうか」という問いについて，生

徒に予想させた。 

 展開の部分は，①と②で取り上げる内容を精選した。展開①では，東京朝日新聞（以下，

東京朝日）が 1911 年秋に発表したことで広まった「野球害毒論争」と新聞社などの主催

による野球大会の開催について取り上げた。この部分で生徒には，東京朝日と大阪朝日新

聞（以下，大阪朝日）の編集内容の相違（野球排撃論を展開する東京朝日と学生野球に対

して擁護論的立場をとっていた大阪朝日）や論争の中で野球熱が過熱し，新聞社などの主

催による野球大会が開催されていることに触れる。 

 ここでは，新聞記事の引用や高校野球のメディアでの取り上げられ方などをロイロノー

トで示し，同じ新聞社でも野球に対する扱いの違いや地方での大会の取り上げ方について

考えさせる。その後の解説にて，東京朝日と大阪朝日が別々の会社であったことや高校野

球の人気が新聞社主催による野球大会の開催（1924 年に選抜大会が大阪毎日新聞の主催

で始まっている）されたことや甲子園球場の開場，日本放送協会（ＮＨＫ）によるラジオ

放送の開始により，人気が高まったことを示した。 

 展開②では，甲子園大会の出場校に着目して「1930 年代の甲子園大会に参加している地

域の特徴についてまとめよう」というワークを行った。ここでは，夏の甲子園大会に台湾

や朝鮮，満洲の学校が出場していることを気付かせると同時に野球を通じて，日本の支配

下や勢力下であった地域にも野球が浸透していることを示した。 

 実際，朝鮮では 1899 年に仁川で日本人が野球をしていたことが確認されている。また，

1913 年には朝鮮総督府の御用新聞社である京城日報社の主催で全鮮野球大会が開催され

た。朝鮮で全国中等学校優勝野球大会の地区予選が始まったのは1921年からであったが，

21 年と 22 年は，日本人チームの学校が出場していた。 

 次に台湾では，2015 年に台湾映画「ＫＡＮＯ １９３１ 海の向こうの甲子園」が日本

で公開され，戦前の甲子園に台湾代表が出場していたことは広く知られるようになった。

1897 年頃，台湾に野球が伝わり，台湾代表が全国中等学校優勝野球大会へ出場するように

なったのは，1923 年からであった。一方，満洲で野球が始まったのは 1908 年からと台湾

よりも遅く，予選に参加した学校も３校程度にとどまっていた。 

 

台湾予選参加校…台北商・台北工・台北一中・台南一中・高雄中・台中商・嘉義農林・ 

台中一中・台中二師範・台中二中・嘉義中・国民中・花蓮港中 

 

満洲予選参加校…旅順中・大連商・南満工・奉天中・長春商・青島中・安東中・撫順中・

新京商・奉天商・天津商 

 

 



まとめの部分では，導入で予想してもらった「なぜ，私たちは高校野球に興味・関心が

あるのだろうか」という問いについて，授業の内容を踏まえたうえで再度まとめさせた。 

今回，授業を通して気付かせたかったメディアによる高校野球の広がりと大衆文化との

関連性を記述できた生徒が何名かいたので，数少ない情報の中から読み解けた部分は評価

できるかなと感じた。しかしながら，授業時間がややオーバーしてしまい，じっくりとま

とめや振り返りに時間を割くことができなかったのが悔やまれる点であった。 

 

おわりに 

 

 この授業の成果としては，「高校野球」を題材とした切り口が大衆スポーツの観点からと

ても面白いとの評価を受けた。また，私自身も教材を調べるにつれ，高校野球が「大衆化」

という時代において人気が高まり，今の大学野球やプロ野球にも繋がっていったことを知

ることができた。 

 一方，課題としては，今回のテーマが「大衆化」を着目した問いであったのか，生徒へ

の「時代感覚」を提示できていたのか，そもそものテーマと今回の問いが嚙み合っていた

のかなどが挙げられた。また，授業を通じて感じたことは，授業を行ったクラスの生徒の

高校野球に対する興味・関心が私の想像以上に低かった点が浮き彫りとなった。ただ，高

校野球にピックアップするのではなく，先程も記した「時代感覚」の提示をしたうえで授

業を行えると，生徒もやりやすい内容だったのかなと感じた。 

そして，一番痛感したのは，歴史総合や日本史探究の視点からみると，この授業を通じ，

さらに高度な問いを生徒に投げかけることも出来たのではないかという意見もいただいた。

具体的には，マスコミやメディアとの関わり方や「大衆化」や「大衆文化」とはどんな時

代だったかなど自分の考えを深化させる問いづくりをしていく必要があると感じた。 
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資料１（上）・資料２（下） 実際に生徒が予想した回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３（左上）・資料４（右上） 東京朝日新聞の記事 

資料５（下） 大阪朝日新聞の記事 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料６（左上） 朝鮮の甲子園出場校・資料７（右上） 台湾の甲子園出場校 

資料８（下） 満洲の甲子園出場校 

 

 

 

 

 

 

資料９～11 授業後の振り返り 

 

 

 

 

 


